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個人会員（正会員・専門会員）年会費改訂について（第２信） 

 

会員の皆様には平素より照明学会活動に多大なご理解とご支援を賜り厚く御礼を申し上げます。 

さて、弊会では 2025 年度から個人会員（正会員・専門会員）の会費改訂を行うことを 2024 年 9

月にお知らせいたしました。1994 年に現会費を設定して以降 30 年間における各種物価上昇や人件

費増を吸収すべく経費削減と収益向上に取り組んできましたが、自助努力だけでは事業活動の遂行

が難しい状況になってきたことを理由としてお伝えいたしました。 

このご案内では直近の学会財政や会勢に加え、現在進めております財政健全化施策について詳ら

かにお知らせいたします。会員の皆様にはどうかご理解をいただき、引き続き学会事業に対しまし

てご支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

１．学会財政と会勢について 

■経常収益と経常費用、正味財産の推移 

  2016 年以降、費用が収益を上回る状況（赤字体質）が続いており、正味財産が約 1 億円減少している 

     



 

■個人会員数（名誉・終身・専門・正・学生会員）の推移 

各年度 3 月時の会員数は 2016 年をピークに減少傾向で 2025 年 1 月現在は 5,282 名 

  
■賛助会員の推移 

 賛助会員 A は会社数・口数共に減少傾向、賛助会員 B は会社数が増加し口数は維持傾向 

 
個人会員会費及び賛助会員会費は学会収益の過半を占めており、この減少が収益低下の主要因と

なっています。この対策として、個人会員につきましては、学校や研究機関、幅広い業界の皆様へ弊

会の PR を行うことや照明学会資格（照明プロフェッショナル、照明士、照明コンサルタント）を持

つ皆様が活躍できる環境整備に努力しているところです。また、賛助会員につきましては、会員のお

声を聞きながら弊会とのつながりが会員各社・団体様にとってメリットと感じられるよう学会情報

の提供や各種サービスの充実に努めてまいります。会勢挽回は、学会財政に直結する為、弊会の最重

要課題として取り組みます。 

 

２．財政健全化施策 

 2019 年 7 月から財政健全化委員会を発足し、学会全委員会と連携して現在まで様々な施策を検討

し実行してきました。以下に主な施策をお示しします。 

① 学会誌の電子化 2023 年 5 月より全会員へ郵送していた学会誌を電子版へ移行しました。いつ

でも PC やスマホで閲覧できる会員メリットを実現し、印刷費や郵送費を抑制することで約 300

万円のコスト削減につながりました。 

② 本部事務所の移転 2024 年 7 月に新事務所へ移転しました。新事務所は以前に比べ家賃が安く

面積が狭いため、光熱費を含め年間約 350 万円の固定費減となります。 

 



 

③ 社員総会・理事会・委員会の Web 化促進 Web 会議システムを導入することで各種会議の Web

化が可能になり、交通費の削減を図りました。現在も各種会議のリアル開催は年 1 回程度に留

め、Web 会議を主体とすることで交通費削減を継続しています。 

④ 通信教育事業の強化 2023 年度から基礎講座テキストの全面改訂と PR 強化を行うことで受講

者増に転じました。専門講座は、照明士が活躍できる環境整備に努めるほか 2027 年度からはテ

キストを全面改訂する準備を進めており、継続的な取得促進を行います。通信教育事業は会費収

入に次ぐ学会収益の柱である為、引き続き各種学校や関係企業への PR を強化いたします。 

⑤ 全国大会や各種イベントの参加者増の取り組み 全国大会は、これまでのご案内先に加え学会に

関係する学術関係者や企業関係者へ直接参加を呼び掛け、広告支援や企業展示の募集を本部事務

局が主体的に取り組むことでより多くの皆様へ知ってもらう努力を行っています。また、公開研

究会やシンポジウム、支部イベント等は、オンライン参加手法を取り入れたくさんの皆様が参加

し易いよう工夫を行っています。 

この他にもイベント計画時の費用チェックや事務局内業務の細かな経費削減などを行い、また学

会出版物の広報強化や請負事業の拡大など収益向上策を遂行いたします。経費削減と収益向上の両

面で成果を創出することで、早急な学会財政の健全化を目指します。 

 

３．結びに 

この度は、個人会員（正会員・専門会員）の皆様へご負担をお願いすることになりますが、２．財

政健全化施策に記述しました取り組みを並行して行うことで、魅力ある学会へ変革していく大切な

原資とさせていただきます。会員の皆様が会員であることを誇りに思い、学会事業が皆様の日々の

お仕事や研究の一助になることができるよう役員一同しっかり取り組んでまいります。 

以上何卒ご理解を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

以上 


